


 
 
 

 

 

 

決定した。このためには、まず 5%の界面活性剤溶液を調整し、蓋付きシリンダーに 20 mL の界面活

性剤溶液と 0.5,1,1.5,2 %の実験サンプル(消泡剤)を加え、手で 10 回降って泡を生成した。その上で、

静置して生成した泡の高さが減少するのを待った。 Ɫ



 
 
 

 

 

 

Table 2 Foam stability and Foam resistance 

 
 本研究では、グリセリンとオレイン酸を用いてエステル化を行い。生成したグリセリンエステルの

消泡剤としての評価を行なった。密度と表面張力、泡安定性、泡抵抗性の分析結果から生成したグリ

セリンエステルの消泡効果の可能性が示唆された。 
 

６. まとめ 

 短い期間ではあったが言語や文化が異なる環境に身を置くことで多くのことを学ぶことができた。

またこれから社会に出て行く上で必要な英語力やコミュニケーション能力などの重要性を改めて感じ

ることができそれらの能力のさらなる向上に取り組んでいきたいと感じた。 
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